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悲劇の美女　
　マムヤの伝説

　むかし保良（ぼら）の村にとても美し
い娘がいました。平家の落人で名前をマ
ムヤといいました。マムヤの美しさは、
宮古のほかの村にまで知れ渡るほどでし
た。また、はたおりの名人で、すばらし
い布をたくさん織ることができました。
　その噂を聞いた島の実力者や宮古の役
人が、毎日のようにマムヤの家におしよ
せてきて結婚を申込みました。マムヤは
「私はこのまま一人でいたいのです」と断
りましたが、男たちが家に来るのをやめ
なかったので、マムヤは東平安名崎の洞
窟に身を隠してしまいます。
　ある日、保良地区で一番の有力者だっ
た按司（あじ）の崎山の坊がマムヤの隠
れている洞窟を見つけ、結婚を申込みま
す。断るマムヤに崎山の坊は、勝負をし
て自分が勝ったら結婚するという約束を
取り付けます。勝負の内容は、崎山の坊
が保良から、海岸から拾ったさんご石を
並べていき、マムヤは芭蕉の糸をつない
で、どちらが先に狩俣に着くことができ
るか、というもの。勝負は、崎山の坊が
家来や農夫を使って次々と石をつないで
いく中、一人で糸をつなぐマムヤに勝ち
目はありませんでした。
　こうして崎山の坊と結婚したマムヤで
したが、なんと崎山の坊にはすでに奥さ
んがいました。先の奥さんはマムヤにつ
らくあたり、マムヤは崎山の坊に先の妻
と別れるよう頼みましたが、『子どものい
る最初の妻が大事だ』と言われます。
　失望したマムヤは家を飛び出し、東平
安名崎に行きます。『神様、私がこんなに
辛い苦しい思いをしたのは私が美しかっ
たからです。この保良に美しい娘が生ま
れないようにしてください。』と祈りなが
ら崖から身を投げて死んでしまいました。
その後、長い間保良の村には美しい娘が
生まれなくなりますが、マムヤの祈りを
解く術がありました。それは女児を妊娠
したら、東平安名崎の芝生の窪みに溜まっ
た水に満月が映った時、その満月を手で
すくって飲むことです。そのおかげで、
保良では現在、目鼻立ちのはっきりした
美人が多く生まれるそうです。
（『沖縄の民話：マムヤの伝説』より
　※言い伝えには諸説あります )
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本当に大切なものは意外と気付きにくい自分の足元にある。
西里さんの絵にとって大切なものは、生まれ育った宮古島にありました。
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第 54 回たぶろう展 (2019)
内閣総理大臣賞受賞作品

『オーロラとマムヤ』( 西里恵子 作 )

保良漁港に実際にある大岩が海に沈み、その中で天空
のオーロラの光から糸を紡いでいるマムヤを神秘的に
描いた作品。西里さんが生涯追い求めているテーマを
描いた作品が審査員の目に留まった。マムヤは、西里
さんにとって、『悲恋の美女』ではなく『織物に魅せ
られた一人のアーティスト』。
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